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横
須
賀
忠
利
議
員
に

四
度
目
の
議
員
辞
職
勧
告

　
森
弘
子
議
員
を
代
表
と
す
る

議
員
９
名
は
、
本
会
議
に
お
い

て
「
横
須
賀
忠
利
議
員
に
対
す

る
辞
職
勧
告
決
議
案
」
を
提
出

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

【
決
議
要
旨
】

　
横
須
賀
議
員
は
、
令
和
６
年
12

月
に
議
長
か
ら
の
議
員
辞
職
勧
告

を
拒
否
し
、
そ
の
後
三
度
に
渡
る

辞
職
勧
告
決
議
も
無
視
し
、
現
在

も
議
員
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員
が
、

議
会
の
議
決
結
果
を
無
視
し
続
け

る
こ
と
は
、
議
会
の
名
誉
と
権
威

を
著
し
く
傷
つ
け
、
議
会
に
対
す

る
町
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
本
町
議
会
と
し
て
看

過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
横
須
賀
議
員
は
、
議
員
と
し
て

の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
、
自
ら

の
意
思
で
速
や
か

に
議
員
を
辞
職
す

る
よ
う
改
め
て
強

く
勧
告
し
ま
す
。

選
任
同
意

選
任
同
意

〇
監
査
委
員

　
任
期

　
　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
　
　
内
田
　
光
昭
氏
（
再
任
）

　
任
期

　
　
令
和
８
年
４
月
25
日
か
ら

　
　
令
和
11
年
４
月
24
日
ま
で

　
　
齋
藤
　
考
三
氏
（
再
任
）

　
任
期

　
　
令
和
８
年
６
月
10
日
か
ら

　
　
令
和
11
年
６
月
９
日
ま
で

諮
　
問

諮
　
問

〇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
糸
井
　
鉄
夫
氏
（
再
任
）

　
任
期

　
　
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で

可決原
案
す
べ
て
を

令和8年度　町政運営　　　基本方針＆予算編成令和8年度　町政運営　　　基本方針＆予算編成

未来への安心と希望 　に満ちたまちを築く未来への安心と希望 　に満ちたまちを築く
一般会計当初予算　過去　　最大144億1千万円を承認一般会計当初予算　過去　　最大144億1千万円を承認

町民の負託に応えた各議員の賛否！　賛否の分かれた議案のみ掲載

上程された議案等（概要）
賛成：○　　反対：×　　退場：退

加藤議員は、議長のため採決に加わらず：－

採　決　結　果

議決結果
瀧
　
　
幸
彦

小
堀
　
秀
一

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

議案第１号　町長専決処分事項の承認
・専決処分第１号　令和７年度高根沢町一般会計補正予算
（補正予算について、専決処分の承認を求めるもの）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ 原案承認

議案第6号　高根沢町介護保険条例の一部改正
（令和７年度税制改正に伴う介護保険法施行令の一部改正を踏まえ、所要の改正をするもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ 原案可決

議案第10号　令和７年度高根沢町一般会計補正予算議決
（補正予算について議決を求めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ × 原案可決

議案第14号　令和８年度高根沢町一般会計予算議決
（当初予算について議決を求めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ × 原案可決

議案第15号　令和８年度高根沢町国民健康保険特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案可決
議案第16号　令和８年度高根沢町後期高齢者医療特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案可決
議案第17号　令和８年度高根沢町介護保険特別会計予算議決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ 原案可決
陳情受理番号25号　日本政府に「非核三原則の堅持を求める意見書」の提出を求める陳情 × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
意見案第１号　唯一の戦争被爆国として非核三原則を堅持するよう強く求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 意見書案可決
決議案第１号　横須賀忠利議員に対する議員辞職勧告決議案の議決
（横須賀議員に対し、議員として自らその責任を重く受け止め、自らの意思により速やかに議員辞職
をするよう強く勧告するもの）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 退 ○ ○ × 決議案可決

荒井真一氏
（宝石台）

全議案は➡
こちらから！
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主
な
事
業

主
な
事
業
（
８
年
度
分
）

（
８
年
度
分
）

〇
新
庁
舎
建
設
事
業
費

	
	

８
億
６
９
９
０
万
円

〇
阿
久
津
中
学
校
改
修
事
業
費

	
	

７
億
９
９
３
０
万
円

〇
東
町
北
区
雨
水
排
水
対
策
工
事

	
	

１
億
８
８
万
円

〇
町
道
７
０
０
号
線
道
路
改
良
事

業
費	

１
億
１
６
２
６
万
円

〇
水
道
基
本
料
金
減
免
事
業
費

	
	

１
億
６
４
０
０
万
円

〇
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
広
域

化
推
進
事
業
費	

２
億
円

〇
学
校
給
食
事
業
費

	
	

１
億
４
０
３
３
万
円

〇
県
立
高
根
沢
高
校
・
Ｊ
Ｒ
烏
山

線
維
持
存
続
対
策
事
業
費
（
通

学
定
期
券
購
入
費
補
助
）

	

３
０
０
万
円

　「
高
根
沢
町
地
域
経
営
計
画

２
０
２
６
」
の
初
年
度
、
令
和

８
年
度
に
お
い
て
は
、「
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念

の
も
と
、「
ヒ
ト｣
「
モ
ノ｣

「
カ

ネ｣

の
見
通
し
を
常
に
立
て
な

が
ら
、
着
実
に
、
堅
実
に
、
未

来
へ
の
投
資
を
行
い
、「
明
る

い
未
来
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
要
旨
抜
粋
）

令和8年度　町政運営　　　基本方針＆予算編成令和8年度　町政運営　　　基本方針＆予算編成

未来への安心と希望 　に満ちたまちを築く未来への安心と希望 　に満ちたまちを築く
一般会計当初予算　過去　　最大144億1千万円を承認一般会計当初予算　過去　　最大144億1千万円を承認

３月
定例会

令和８年度当初予算　各会計別　総括表

第436回議会定例会のあらまし
　定例会は３月３日から17日までの15日間の日程で開催しました。
　条例の制定１件、一部改正５件、町長専決処分事項の承認１件、監査委員・固
定資産評価審査委員会委員の選任同意３件、令和７年度補正予算４件、令和８年
度当初予算６件、工事請負契約の変更１件、諮問１件、陳情１件、意見書１件を
審議しました。また、議員から横須賀忠利議員に対する議員辞職勧告決議案が提
出され、賛成多数で可決されました。
　一般質問は、６人の議員が登壇し、執行部との論戦に臨みました。（P14～20）

会計区分 令和８年度 令和７年度 前年度予算額比較 伸び率

一 般 会 計 144億1000万円 131億1000万円 13億0000万円 9.9%

国民健康保険特別会計 25億2653万円 25億3070万円 △417万円 △0.2%

後期高齢者医療特別会計 4億3831万円 3億8223万円 5607万円 14.7%

介 護 保 険 特 別 会 計 24億0099万円 23億4954万円 5145万円 2.2%

小　　計 197億7583万円 183億7247万円 14億0336万円 7.6%

公営
企業
会計

水 道 事 業 会 計 13億4678万円 9億1058万円 4億3619万円 47.9%

下水道事業会計 13億4704万円 14億6326万円 △1億1621万円 △7.9%

合　　計 224億6966万円 207億4632万円 17億2333万円 8.3%

※公営企業会計の予算額は、収益的支出額＋資本的支出額で記載しています。
※表中の金額は、１万円未満を切り捨てているため、小計・合計欄および前年度予算額比較欄が一致しません。

町長が
基本方針を表明！
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私もひとこと

私もひとこと 私もひとこ と

相乗効果 農地保全 町道整備

高根沢高校・JR烏山線維持
存続対策事業費	 300万円

　県立高根沢高校への入学者確
保とJR烏山線の利用向上を図る
ため、JR烏山線通学定期券購入
費の補助を行います。

議員のここチェック　

　入学者確保とJR烏山線利用促
進を関連させて事業を進めてい
くことは、相乗効果となる。乗
客数の減少で存続が危ぶまれて
いる烏山線。これらの事業によ
り、存続の動きが大きくなるこ
とが期待できる。

多面的機能支払交付金
広域化推進事業費	 ２億円

　農業者の高齢化や担い手の減
少等に伴い、農村地域の集落機
能は低下し支障が生じています。
農業・農村が有する多面的機能
の維持・発揮を目的に、農村地
域全体を対象とした農地の保全
活動を支援します。

議員のここチェック　

　農業を取り巻く環境は、本町
においても極めて厳しい。
　農地保全会を中心に、農地維持
活動、資源向上活動（共同・長寿
命化）を通じて農村環境を維持す
る取組はとても重要であり、この
町を守ることに繋がっていく。

町道700号線道路改良
事業費	 １億1626万円

　国道408号宇都宮高根沢バイパ
スが国道４号まで延伸されるた
め、安全で円滑な交通の確保に
向け、バイパスと町道700号線と
の接続改良工事を行います。

議員のここチェック　

Ｑ　県が施工する工事費を負担
する理由は？
Ａ　都市整備課長
　町が行う町道整備工事と、県
がバイパス整備に併せて行う町
道接続工事の二つがあり、県が
施工する分を町が負担する。

　町の温かいご支援に心より御
礼申し上げます。本校の生徒数
は、この10年間で約200名減少
しました。また、本校の生徒の
７割近くが通学のために烏山線
を利用しています。本校と烏山
線は相互依存の関係にありま
す。今後とも地域連携事業の充
実に向け、努力してまいります。

　地域の協力で農地や水路を
守る活動が確実に広がっていま
す。高根沢町の農村環境を守り
次の世代へ引き継ぐため、今年
も地域の皆様と協力し、農地保
全の活動を着実に推進してまい
ります。

　地域住民が利用する生活道路
（町道）にバイパスが接続する
利便性よりも、大型車が増加す
る危険度の増大が危惧されま
す。これまで以上の安全確保対
策と、鷺ノ谷交差点の立体交差
化を早期に実現してもらいたい。

高根沢高校校長
鈴
すず

木
き

 長
ひさ

生
お

 さん
　 農地保全会運営委員会

会長
齋
さい

藤
とう

 悦
えつ

男
お

 さん
光陽台自治会長
牧
まき

 恒
つね

男
お

 さん

ＪＲ烏山線に乗車する高根沢高校生たち

町道700号線町道700号線
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私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

物価高騰対策雨水対策

水道基本料金減免事業費
	 １億6400万円

　物価高騰の影響を受ける住民
と事業者等の負担を軽減するた
め、国の重点支援地方交付金を
活用し、水道料金の基本料金８
か月分を減免します。そのため、
必要な資金を一般会計から水道
事業会計に出資し充当します。

議員のここチェック　

Ｑ　一般会計からの出資金は、
全額が重点支援地方交付金を活
用した物価高騰対策のものか？
Ａ　上下水道課長
　水道料金の基本料金８か月分の
減免に、出資金全額を充当する。

都市再生整備計画事業費
	 １億88万円

　近年の大雨に対する道路の雨
水排水対策として、東町北区の
町有地に浸透槽を設置し、宝積
寺東部地区の住環境を整えます。

議員のここチェック　

Ｑ　町内には、雨水対策が必要
な箇所が東町北区の他にもある
が、その対応はどうするのか？
Ａ　都市整備課長
　雨水対策が必要な箇所の調査
を実施しており、光陽台なかよ
し公園北側と、たから保育園北
側の２か所を、令和９年度以降
に順次行っていく。

　日々の生活に欠かせない水。
この料金免除の対応は本当に
助かります。
　高根沢町水道関係の皆様へ
『いつも安心安全な水を届けて
くださり、ありがとうござい
ます』

　今回の雨水対策事業を心強
く感じています。雨が強く降
る度に道が冠水し、長年不安
な思いでした。近くにある保
育園の送迎でも安心して通れ
る道になることを期待してい
ます。

宝石台にお住まい
森
もり

野
の

 恵
めぐみ

 さん

たから保育園の
近くにお住まい
仁
に

木
き

 佳
よし

文
ふみ

 さん

８
年
度
の
目
玉
事
業
に

町
民
の
率
直
な
声
は
！

令
和
８
年
度
事
業
の
中
で
、
議
員
が
特
に
注
目
し
た
11
の
目
玉
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
と
議
員
の
こ
こ
チ
ェ
ッ
ク
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や
感
想
、
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安心・安全な暮らしの実現と
住み続けたいと思える
町づくりに向けて

宝積寺駅東児童公園の貯留槽埋設工事
（令和７年度事業）

第
４
３
６
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

令
和
８
年
度
予
算

4（2026・４月号）議会だより たかねざわ



私もひとこ と

私もひとこと
私もひとこと

学童保育の環境確保ファインプレーを守る消防団をＰＲ

陽だまり保育園
学童クラブ整備事業費
	 6014万円

　陽だまり保育園内に複合施設
の一部として開始する学童クラ
ブの新築工事に対し、事業費を
助成します。うち、町の助成は
1002万円。

議員のここチェック　

Ｑ　阿久津小学校の児童も利用
できるのか？
Ａ　こどもみらい課長
　入所は可能。

町民広場野球場
改修事業費
	 2304万円

　町民広場内野球場の安全性向上
のため、スポーツ振興くじ（toto）
の助成を活用してフェンスへの
防護マット設置工事を行います。

議員のここチェック　

　事故によるけがを防止できる
ようになるので、果敢な守備に
挑んでほしいです。

次世代につなぐ
地域防災力向上
プロジェクト事業費
	 328万円

　教育・装備・デジタル化を三
位一体で推進する消防団強化モ
デル事業。

議員のここチェック　

Ｑ　本町が活用する消防団の力
向上モデル事業の内容は？
Ａ　地域安全課長
　高校生への防災教育と消防団
ＰＲイベントを開催する。編み
上げ安全靴の整備、出動支援ア
プリを導入し消防団を強化する。

　現在の学童クラブの保育環
境が整っていないため、中古
バスを利活用するなど工夫し
ています。
　子どもたちの環境確保に懸
念がありましたが、整備され
ることになり喜んでいます。

　選手にとっては、安全が一番
なので迅速な対応に感謝してい
ます。
　町民広場野球場は、広い駐車
場に隣接した素晴らしい野球場
です。県内外のチームからは、
高校野球の公式戦で使えるよう
に施設を整備してほしいとの声
も聞かれます。

　消防団はなるべく活躍しない
ほうがよい組織ですが、普段か
ら訓練を重ね、地元に密着して
います。陽の当たらないところ
に光を当てていただくことは、
もしもの時のための意欲の底上
げに繋がります。非常に感謝し
ています。

保護者
椋
むくのき

木 英
ひで

貴
き

 さん

「高根沢ＯＢ」選手
菊
きく

地
ち

 仁
ひとし

 さん高根沢消防団長
古

ふるこおり
郡 隆

たか
行
ゆき

 さん

中
古
バ
ス
に
ク
ー
ラ
ー
を
付
け
た

中
古
バ
ス
に
ク
ー
ラ
ー
を
付
け
た

現
在
の
教
室

現
在
の
教
室
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私もひとこと私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

すくすく育ってほしいよりよい役場へ新たな伝統へ

学校給食事業費
	 １億4033万円

　旬の食材や地元の農産物を使
用した学校給食を提供します。ま
た、町の子育て支援の一環とし
て、学校給食費を無償とします。

議員のここチェック　

　国の給食費負担軽減交付金等
を学校給食費に充てることによ
り、児童生徒保護者の経済的負
担を軽減する。子育て世代を応
援したい。

職員研修費
	 170万円

　多様化するニーズや社会環境
の変化に的確に対応できる職員
を育成するため研修を行います。
　内部研修では、職員同士で教
え合うなど、様々な方法で個々
のスキルと組織力の向上を目指
します。

議員のここチェック　

　すべての職員が高根沢の「顔」。
これまで通り、高い意識を持っ
て研鑽を積み、職務に励んでほ
しい。

阿久津中学校改修事業費
	 ７億9930万円

　老朽化の進んでいる阿久津中
学校の長寿命化を図るため、仮
設校舎を設置して令和８年度か
ら10年度にかけて大規模改修を
実施します。

議員のここチェック　

Ｑ　３年間の総事業費の23億円
の財源は？
Ａ　学校教育課長
　国庫補助金が約３億8000万円、
起債が約12億円、町の支出が約
７億2000万円。

　他県から本町に引っ越しし
てきました。学校給食費の負
担が以前の半分ほどになり、
子育てしやすい町だと感じて
いました。安い学校給食費が
さらに無償化されることになっ
て、ありがたい限りです。

　町役場の窓口の方たちの対応
に感謝しています。
　どの課であっても、待たせず
声をかけてくれて応接してくれ
ます。民間の窓口対応と比べて
も、とても素晴らしいと思いま
す。

　校舎の修繕は喫緊の課題で
した。昨年度から準備を進めて
おりましたが国庫補助が不採択
となり、今年ようやく採択され
て大変喜ばしいです。伝統ある
阿久津中学校の、よりよい学校
づくりを期待します。

保護者
根
ね

岸
ぎし

 華
はな

子
こ

 さん
　

　野
の

沢
ざわ

 孝
たかし

 さん
前・阿久津中学校教頭

木
き

村
むら

 真
しん

一
いち

 さん
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は

Ｑ
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
先
送
り
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
給
食
施

設
設
備
管
理
費
で
の
修
繕
や
設
備

の
更
新
費
用
の
予
想
は
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
経
年
劣
化
等
で
毎
年
維
持
費
用

が
か
か
っ
て
い
く
が
、
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
は
20
億
円

は
必
要
と
い
う
計
画
な
の
で
、
財

政
計
画
の
中
に
落
と
し
込
め
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
更
新
コ
ス

ト
と
比
較
し
な
が
ら
、
整
備
計
画

の
見
直
し
作
業
を
進
め
た
い
。

の
び
の
び
保
育
園
改
修
は
い
つ

Ｑ
の
び
の
び
保
育
園
改
修

事
業
で
の
移
転
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ 

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
目
標
は
令
和
10
年
４
月
と
し
て

い
る
。

第436回定例会
くらしづくり
委員長報告全文

くらしづくり常任委員会　審査報告 

一般会計前年比9.9％増の
中学校体育館への空調設備は令和８年度中に整備

議会に上程された２3議案のうち７議案が当委員会に付託され審査が行われました

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
は
い
つ

Ｑ
中
学
校
体
育
館
に
空
調

設
備
が
整
備
さ
れ
る
予

定
だ
が
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
７

月
ま
で
に
設
計
を
終
え
、
８
月
下

旬
に
入
札
、
９
月
議
会
で
の
承
認

を
得
て
か
ら
の
工
事
に
な
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定

被
災
者
生
活
再
建
支
援
と
は

Ｑ
避
難
所
運
営
費
の
被
災

者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
の
内
容
は
？

Ａ 

地
域
安
全
課
長

　
災
害
時
に
建
物
被
害
の
認
定
調

査
と
罹
災
証
明
の
発
行
に
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
使
う
。
平
常
時
に
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
個
別

避
難
計
画
の
作
成
作
業
に
活
用
で

き
る
。 令

和
８
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
４
～
７
）
に
掲
載

主
な
質
疑

「
書
か
な
い
窓
口
」
を
望
む

Ｑ
窓
口
Ｄ
Ｘ
事
業
で
住
民

課
に
設
置
す
る
窓
口
で

は
、
他
の
課
で
発
行
す
る
証
明
書

も
取
れ
る
の
か
？

Ａ 

住
民
課
長

　
令
和
８
年
度
は
、住
民
課
に
限
っ

て
行
う
。
そ
の
状
況
を
見
て
、
ど

の
よ
う
に
す
る
か
検
討
し
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
事
業
委
託

Ｑ
ひ
き
こ
も
り
支
援
推
進

事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
事
業
委
託
を
考
え
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
町
と
の
連
携
体

制
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

Ａ 

健
康
福
祉
課
長

　
家
族
や
地
域
の
方
か
ら
町
で
収

集
し
た
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

町
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
が
一
体

と
な
っ
て
、
対
象
者
の
支
援
を
行

い
た
い
。

北
中
体
育
館

阿
中
体
育
館
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まちづくり常任委員会　審査報告

144億１千万円を審議！
人口増対策、インフラ整備事業を審査

議会に上程された23議案のうち10案が当委員会に付託され審査が行われました

第436回定例会
まちづくり委
員長報告全文

陳
情
審
査

　「日
本
政
府
に
『
非
核
平
和
三
原

則
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
』
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
」

【
陳
情
の
趣
旨
】

　
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

国
是
で
あ
る
政
府
の
基
本
方
針
の

非
核
三
原
則
「
核
兵
器
を
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
を
堅

持
す
る
旨
の
意
見
書
を
、「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」
を
し
て
い
る
高
根

沢
町
議
会
か
ら
も
日
本
政
府
に
提

出
す
る
こ
と
。

【
陳
情
審
査
の
意
見
】

　
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
の
は

当
然
で
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
の
取

り
組
み
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
結
果

　
議
案
お
よ
び
陳
情
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
す
べ
き
も
の
、
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

と
協
調
し
て
い
く
と
と
も
に
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
移
住
・
定

住
に
関
す
る
情

報
を
集
約
し
た

上
で
、
バ
ナ
ー

か
ら
入
れ
る
よ

う
改
変
す
る
。

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
本
館
の

屋
根
と
外
壁
の
修
繕
に
着
手

Ｑ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
維
持

整
備
費
で
の
設
計
委
託

の
内
容
は
？

Ａ 

産
業
課
長

　
令
和
６
年
度
の
調
査
で
屋
根
と

外
壁
の
劣
化
状
況
を
確
認
し
た
の

で
、
そ
の
修
繕
の
た
め
の
設
計
。

Ａ 

総
務
課
長

　
自
治
会
で
の
自
発
的
な
地
域
活

動
を
応
援
す
る
た
め
に
創
設
し
、

見
守
り
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。
自
治
会
で
新
た
な
事
業

を
行
う
き
っ
か
け
を
創
る
こ
と
で
、

自
治
会
が
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
。

町
外
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は

Ｑ
人
口
対
策
推
進
事
業
（
新

規
事
業
）
の
結
婚
新
生
活

支
援
補
助
は
、
町
外
の
方
に
ど
う

周
知
し
て
い
く
の
か
？

Ａ 

企
画
課
長

　
東
京
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
は
、
県
の
と

ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ふ
る

○
町
税（
対
前
年
比
７
．
５
％
増
）

46
億
７
５
２
４
万
円

○
国
庫
支
出
金（
同
11
．
３
％
増
）

24
億
９
８
８
４
万
円

○
県
支
出
金
　（
同
18
．
０
％
増
）

　
12
億
８
０
９
２
万
円

○
繰
入
金
　
　（
同
６
．
５
％
減
）

11
億
３
５
８
５
万
円

○
町
債
　
　（
同
52
．
３
％
増
）

17
億
４
６
８
０
万
円

○
地
方
交
付
税
（
前
年
同
額
）

14
億
３
０
０
０
万
円

自
治
会
活
動
の
支
援
策
は

Ｑ
自
治
会
活
動
支
援
事
業

費
で
、
地
域
創
生
応
援
助

成
分
と
し
て
自
治
会
の
活
動
に
対

し
て
１
万
円
の
補
助
を
創
設
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
想
定
し
て
い
る
の
か
？

令
和
８
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

主
な
歳
入

主
な
質
疑

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
４
～
７
）
に
掲
載

外壁の劣化が進む、
築29年の元気あっぷむら本館

自治会活性化に向け
「たんたんパス」
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調
査
の
内
容

⑴ 

さ
く
ら
市
総
合
公
園
を
視
察
し
、

健
康
と
運
動
施
設
を
調
査
。

⑵ 

担
当
職
員
か
ら
の
説
明
。

【
調
査
に
も
と
づ
く
提
言
】

世
代
に
応
じ
た
運
動
施
設
の
活
用

・
若
い
年
齢
層
を
含
め
た
先
進
的

な
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
か
を
さ
ら
に
調
査

研
究
し
、
本
町
の
健
康
推
進
事

業
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
。
　

・
さ
く
ら
市
の
よ
う
に
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ

助
成
金
を
使
っ
て
新
た
な
運
動

施
設
を
整
備
す
べ
き
。

・
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

現
状
の
施
設
の
使
い
勝
手
の
確

認
と
共
に
、
さ
く
ら
市
の
よ
う

な
施
設
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
す
べ
き
。

日
常
調
査
の
項
目

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
運
動
を
通
し
た
健
康
作
り

③
自
主
防
災
組
織
の
構
築

　
令
和
７
年
度
は
、
②
運
動
を
通

し
た
健
康
作
り
に
つ
い
て
、
ラ
ジ

オ
体
操
の
活
用
、
運
動
施
設
の
活

用
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
、

に
つ
い
て
調
査
し
、
提
言
と
し
て

ま
と
め
、
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
項
目
①
・
③
は
令
和
６
年
度
に
中

間
報
告
と
し
て
報
告
済
み
）

調
査
の
内
容

⑴ 

早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
の
視
察
。

⑵ 

担
当
職
員
か
ら
の
説
明
。

【
調
査
に
も
と
づ
く
提
言
】

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
対
策

・
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の

関
心
を
よ
り
高
め
、
身
近
な
公

民
館
を
通
し
た
サ
ロ
ン
の
活
動

を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
。

くらしづくり常任委員会　日常調査報告（令和7年度）

「運動を通した健康作り」について
多角的に調査し、町に提言

さくら市運動公園の
ボルダリング壁

図書館中央館での
ラジオ体操風景

小学校跡地を利用した「向
田ふれあいの里」活動風景

ラ
ジ
オ
体
操
の
活
用

運
動
施
設
の
活
用

期　日 活動内容

令和７年８月19日
日常調査②の現状把握（図書館中央館）
・ラジオ体操に取り組もう！
・健康福祉課および生涯学習課の事業について

令和７年11月10日 行政視察（さくら市総合公園およびさくら市役所）
・さくら総合公園多目的広場無料開放施設について

令和８年１月23日
行政視察（那須烏山市「向田ふれあいの里」）
・那須烏山市の介護予防事業について
・向田ふれあいの里について

くらしづくり委員会の活動内容

くらしづくり
日 常 調 査
報 告 全 文

調
査
の
内
容

⑴ 

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
自
治
体
（
那
須
烏
山
市
）
を

視
察
し
、
市
独
自
の
高
齢
者
に

対
す
る
健
康
づ
く
り
対
策
事
業

に
つ
い
て
調
査
す
る
。

⑵ 

担
当
者
か
ら
の
説
明
と
視
察
。

【
調
査
に
も
と
づ
く
提
言
】

先
進
事
例
の
調
査
と
導
入
を

・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
居
場

所
と
し
て
、
今
後
廃
校
と
な
る

校
舎
を
再
活
用
し
、
地
域
の
拠

点
と
す
べ
き
。

・
那
須
烏
山
市
の
高
齢
者
対
策
事

業
は
先
進
的
で
あ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
本
格
的
な
導
入
を
検

討
す
べ
き
。

・
高
齢
者
対
策
事
業
で
は
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
養
成
が
事
業
成
功

の
カ
ギ
と
な
る
た
め
、
こ
の
点

も
重
視
す
べ
き
。

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

両
委
員
会
の
提
言
・

要
望
を
ま
と
め
、
町

長
に
提
出
し
ま
し
た
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あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
が
分
か

り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
自
治
会

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ

と
。

・
物
価
上
昇
等
の
影
響
を
鑑
み
、

自
治
会
の
活
動
費
を
増
額
す
る
こ

と
。

・
自
治
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

　
町
は
側
面
的
支
援
か
ら
よ
り
積

極
的
な
支
援
に
変
わ
っ
た
こ
と
が

体
現
で
き
る
よ
う
、
自
治
会
が
今
、

必
要
と
し
て
い
る
支
援
は
何
か
、

自
治
会
連
合
会
と
の
連
携
を
図
り
、

継
続
し
て
把
握
し
、
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
。

成
工
事
完
了
と
な
る
よ
う
、
県
や

事
業
主
体
と
な
る
団
体
と
の
連
携

を
密
に
行
う
こ
と
、
地
権
者
や
地

域
住
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
丁
寧

に
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

③
自
治
会
の
在
り
方

　
宇
都
宮
市
で
は
、
自
治
会
条
例

の
制
定
や
、
自
治
会
の
活
性
化
や

加
入
促
進
の
た
め
の
支
援
と
し
て
、

自
治
会
関
連
予
算
を
大
幅
に
拡
充

し
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
昨
年
９
月
に
自
治
会

向
け
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
支
援
制
度
の
設
計
に

あ
た
り
、
自
治
会
の
維
持
お
よ
び

活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
、
町
に

対
し
次
の
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

・
会
長
の
任
期
が
短
い
自
治
会
も

　
担
当
部
署
に
現
状
の
説
明
を
要

請
し
、
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
先
進
地
に
て
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
新
庁
舎
等
の
整
備
（
６
年
度
分
）

　
令
和
６
年
11
月
５
日
に
「
新
庁

舎
等
の
整
備
に
関
す
る
提
言
・
意

見
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

②
産
業
団
地
の
開
発

　
令
和
12
年
度
に
予
定
ど
お
り
造

①
新
庁
舎
等
の
整
備
に
つ
い
て

　（新
庁
舎
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
複

合
施
設
の
整
備
の
研
究
）

②
産
業
団
地
の
開
発
に
つ
い
て

　（産
業
団
地
や
そ
れ
に
伴
う
住
宅

地
の
開
発
の
研
究
）

③
自
治
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

　（自
治
会
加
入
策
や
、
自
治
会
の

活
動
の
在
り
方
の
研
究
）

まちづくり常任委員会　日常調査報告（令和７年度分）

「産業団地」「自治会の在り方」
について調査し、町に要望

まちづくり委員会の活動内容
期日 活動内容

令和７年８月７日 行政視察（宇都宮市役所）
・宇都宮市による自治会支援策について

令和７年10月３日 日常調査②の現状把握（役場議員控室）
・産業団地の開発について

令和７年10月27日 行政視察（芳賀町役場）
・芳賀第２工業団地の整備について

調
査
に
基
づ
く
要
望

日
常
調
査
の
項
目

活
動
内
容

まちづくり
日 常 調 査
報 告 全 文

ワクワクの予感！　令和10年度完成予定の新庁舎

新産業団地予定エリア
開発面積　約12.8ha
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施
設
を
活
用
し
、
小
規
模
校
４

校
を
２
校
に
統
合
す
る
。

・
中
央
小
学
校
の
児
童
の
う
ち
、

阿
久
津
中
学
区
の
児
童
は
阿
久

津
小
学
校
に
、
北
高
根
沢
中
学

区
の
児
童
は
北
小
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
移
動
す
る
。

・
上
高
根
沢
小
学
校
と
東
小
学
校

を
統
合
す
る
。

【
統
合
第
２
段
階
】

　
令
和
18
年
度
～
令
和
27
年
度

　
１
校
へ
の
統
合
に
向
け
て
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

※
将
来
の
児
童
生
徒
数
の
動
向
や

社
会
情
勢
の
変
化
、
計
画
の
進
捗

状
況
等
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
う
。

望
ま
し
い
学
校
規
模
の
考
え
方

　
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会

の
答
申
を
踏
ま
え
た
、
本
町
に
お

け
る
小
中
学
校
の
望
ま
し
い
学
校

規
模
は
次
の
通
り
で
す
。

・
１
学
級
当
た
り
の
児
童
生
徒
数

　
　
　
　
　
　
　
　
20
人
～
30
人

・
１
学
年
当
た
り
の
学
級
数

　
　
　
　
小
学
校
　
２
～
４
学
級

　
　
　
　
中
学
校
　
３
～
６
学
級

小
規
模
小
学
校
の
統
合
方
法

　
小
規
模
小
学
校
４
校
（
中
央
小
、

東
小
、
上
高
根
沢
小
、
北
小
）
の

統
合
を
段
階
的
に
進
め
る
。

【
統
合
第
１
段
階
】

　
令
和
８
年
度
～
17
年
度

・
校
舎
は
、
北
小
と
東
小
の
既
存

　
２
月
24
日
、
第
４
３
６
回
定

例
会
提
出
予
定
の
議
案
の
ほ
か
、

町
が
進
め
て
い
る
計
画
や
事
業

に
つ
い
て
、
ま
た
令
和
８
年
度

の
予
算
編
成
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
等
に
つ
い

て
、
各
担
当
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
を
ど
う
す
る
か

「
高
根
沢
町
学
校
規
模
適
正

「
高
根
沢
町
学
校
規
模
適
正

化
基
本
計
画
（
案
）」
の
内

化
基
本
計
画
（
案
）」
の
内

容
と
今
後
の
進
め
方

容
と
今
後
の
進
め
方

計
画
の
趣
旨

　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
学
校
施
設
の
規

模
や
老
朽
化
等
の
現
状
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
本
町
に
お
け
る
「
小

規
模
小
学
校
の
統
合
方
法
」
や
「
望

ま
し
い
学
校
規
模
の
考
え
方
」
等

に
つ
い
て
、
学
校
規
模
適
正
化
に

関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

主
な
質
疑

統
合
で
校
名
が
変
わ
る
の
か

Q
令
和
８
年
度
は
、
新
し
い

学
校
の
「
学
校
名
」
や
「
校

歌
」
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
協
議

が
行
わ
れ
て
い
く
が
、
校
名
入
り

の
運
動
着
の
在
庫
を
多
く
抱
え
て

い
る
繊
維
組
合
に
対
し
て
、
今
後

の
対
応
は
？

A
　
学
校
教
育
課
長

　
繊
維
組
合
等
の
業
者
に
も
様
々

な
影
響
が
あ
る
の
で
、
一
つ
ひ
と

つ
整
理
し
て
い
き
た
い
。

第
２
段
階
の
統
合
は

Q
第
１
段
階
と
第
２
段
階
を

合
わ
せ
る
と
、
最
終
的
に

統
合
に
20
年
か
か
る
の
か
？

A
　
学
校
教
育
課
長

　
第
１
段
階
は
既
存
の
校
舎
が
使

え
る
の
で
、
令
和
10
年
度
を
目
指

し
て
い
る
。
計
画
期
間
は
10
年
と

し
て
、
残
り
の
８
か
年
で
次
の
統

合
に
向
け
て
検
討
を
す
る
。

2月24日
令和10年４月に
　小規模小学校４校を２校に統合？
上高根沢小学校+東小学校　　中央小学校+北小学校

保護者や関係者に対し十分な説明を！
全員協議会全員協議会
NEWSNEWS

学校規模適正化
基本計画（案）
の詳細はこちら

小規模校の利点を活かした児童一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導【上高根沢小１年生】

内側の下級生を外側の上級生が包む込む
アットホームな修了式【中央小学校】

常
任
委
員
会

カ
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ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
難
し
い
。

販
売
方
法
は

Q
紙
媒
体
商
品
券
で
の
一
人

当
た
り
限
度
額
２
万
円
の

上
限
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
販

売
す
る
の
か
？

A
　
町
長

　
限
度
額
の
管
理
は
商
工
会
で
考

え
て
い
て
、
往
復
は
が
き
で
購
入

す
る
仕
組
み
と
聞
い
て
い
る
。

販
売
は
令
和
８
年
度
以
降

な
ぜ
速
や
か
な
対
応
が
で
き

な
い
の
か

Q
物
価
高
騰
対
応
と
し
て
速

や
か
な
対
応
を
国
か
ら
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
８
年
度

以
降
に
し
た
の
か
？

A
　
産
業
課
長

　
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
準
備
に
３

か
月
程
度
要
す
る
こ
と
や
、
実
施

主
体
の
商
工
会
と
の
打
ち
合
わ
せ

の
中
で
、
令
和
７
年
度
内
で
の
事

業
実
施
は
難
し
い
と
い
う
状
況
も

あ
り
、
現
時
点
で
は
新
年
度
早
々

に
設
定
し
て
い
る
。

主
な
質
疑

な
ぜ
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

な
の
か

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

お
金
が
な
い
と
買
え
な
い
。

町
民
に
公
平
に
な
る
よ
う
な
事
業

に
な
ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
？

A
　
町
長

　
商
工
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

町
の
商
業
の
活
性
化
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
に
行
い
た
い
。

　
町
民
全
体
が
広
く
薄
く
利
益
を

享
受
で
き
る
も
の
と
し
て
、
令
和

８
年
度
に
町
の
水
道
の
基
本
料
金

８
か
月
間
減
免
を
考
え
て
い
る
。

一
律
現
金
給
付
ま
た
は
商
品
券

配
布
に
な
ら
な
か
っ
た
の
か

Q
物
価
高
騰
へ
の
生
活
者
応

援
で
あ
れ
ば
、
一
律
の
現

金
給
付
か
商
品
券
配
布
に
な
ぜ
な

ら
な
か
っ
た
の
か
？

A
　
町
長

　
商
品
券
を
配
布
と
な
る
と
、
大

変
な
事
務
量
に
な
る
こ
と
や
配
布

漏
れ
や
戻
っ
て
き
た
場
合
の
リ
ス

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

補
助
事
業
の
内
容

【
対
象
者
】　
　
高
根
沢
町
商
工
会

【
対
象
経
費
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
分

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
万
円

・
事
務
費
　
　
　
１
５
０
０
万
円

購
入
限
度
額

〇
紙
媒
体
商
品
券

・
一
人
に
つ
き
２
万
円

１
セ
ッ
ト
１
万
円
（
１
万
３
０

０
０
円
分
の
商
品
券
）

〇
デ
ジ
タ
ル
商
品
券

・
一
人
に
つ
き
１
万
円

１
セ
ッ
ト
５
０
０
０
円
（
７
０

０
０
円
分
の
商
品
券
）

販
売
対
象
者

　
高
根
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
18

歳
以
上
の
者

１
月
22
日
、
第
４
３
５
回
臨
時

会
に
提
出
予
定
の
議
案
の
ほ
か
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
等
に
つ

い
て
、
各
担
当
課
長
等
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
、
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

重
点
支
援
地
方
交
付
金

重
点
支
援
地
方
交
付
金

（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
）
と
は

方
創
生
臨
時
交
付
金
）
と
は

　
政
府
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
支
援
で
、

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

１月22日物価高騰の中
プレミアム付商品券発行事業について
町民への速やかな対応を！
◆本町への交付額　２億5857万円

◆本町での実施事業への充当額
　令和７年度予算（令和８年度へ繰り越し）
　プレミアム付商品券発行事業　　6000万円
　令和８年度予算
　水道料金基本料金減免事業　１億6400万円
　給食費・副食材料費減免事業　　3457万円

全員協議会全員協議会
NEWSNEWS

本町の重点支援地方交付金は2億5857万円

令和５年度のPRポスター

常
任
委
員
会
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議　員

基
金
運
用
の
利
回
り
向
上
で

有
意
義
な
取
組
み
に

Ｑ
「
財
政
調
整
基
金
」の
運
用

状
況
は
？

Ａ 

町
長

　
現
在
、
基
金
は
、
金
融
機
関
へ

の
普
通
預
金
や
定
期
預
金
に
て
運

用
し
て
お
り
、
定
期
預
金
に
つ
い

て
は
入
札
に
よ
っ
て
店
頭
金
利
を

上
回
る
金
利
で
運
用
し
て
い
る
。

　
な
お
、
債
券
で
の
運
用
は
元
本

割
れ
の
リ
ス
ク
は
低
い
と
は
い
え
、

金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
は
評
価

損
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
一
定
の
規
模
と
期
間
が
な

け
れ
ば
効
率
性
も
低
下
す
る
。
今

後
、
長
期
的
に
運
用
可
能
な
資
金

が
生
じ
た
際
に
は
債
券
で
の
運
用

も
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
現

時
点
で
は
定
期
預
金
で
の
運
用
を

継
続
し
て
い
く
。

基
金
運
用
の
ル
ー
ル
の
明
確

化
や
運
用
戦
略
の
策
定
を

Ｑ
「
財
政
調
整
基
金
」の
現
状

は
？

Ａ 

町
長

　
適
正
と
さ
れ
る
基
金
残
高
の
規

定
等
は
な
く
、
各
自
治
体
の
考
え

方
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
不
測
の

事
態
へ
の
備
え
と
し
て
適
正
か
否

か
の
判
断
に
基
づ
き
設
定
し
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
後
５
年
を
見
通
し
た

場
合
、
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
に

加
え
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
増
大
や
物
価
高
騰
の
影

響
、
公
債
費
の
増
加
な
ど
も
考
慮

す
る
と
、
引
き
続
き
適
正
な
財
政

調
整
基
金
の
規
模
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
選
択
と
集
中
に
基
づ
く

時
宜
に
か
な
っ
た
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
財
政
調
整
基
金
の
現
状
と
運
用
に
つ
い
て

　
答
【
町
長
】条
例
に
基
づ
き
適
正
な
規
模
を

維
持
す
る
た
め
の
財
政
運
営
を
考
え
る

財
政
計
画
上
、
先
送
り
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
新
庁
舎

整
備
や
阿
久
津
中
学
校
校
舎
長
寿

命
化
改
修
工
事
等
が
あ
る
の
で
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
整

備
計
画
の
見
直
し
を
含
め
た
検
討

を
進
め
て
い
く
。

　
な
お
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ

い
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
特
定
原
材

料
を
除
去
し
た
「
除
去
食
」
を
提

供
す
る
た
め
、
専
用
の
調
理
エ
リ

ア
と
し
て
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
室
」
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
除

去
品
目
の
状
況
に
応
じ
て
、
除
去

材
料
の
代
わ
り
に
別
の
食
材
や
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
「
代
替
食
」

に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
を

Ｑ
小
中
学
校
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
等
の
人
数
は
？

Ａ 

教
育
長

　
現
在
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
た
め
、
学
校
給
食
の
詳
細
な
献

立
表
を
提
供
し
て
い
る
児
童
生
徒

は
、
小
学
生
38
名
、
中
学
生
11
名

の
計
49
名
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
当

を
持
参
し
て
い
る
児
童
生
徒
は
、

小
学
生
４
名
、
中
学
生
３
名
の
計

７
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
理
由
と
し
て
弁
当
を

持
参
し
て
い
る
の
は
中
学
生
１
名

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
学
校
給
食
の

安
心
安
全
な
提
供
に
向
け
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
心
・
安
全
な
給
食
を
確
実

に
提
供
す
る
こ
と
や
作
業
環

境
の
改
善
を
図
る
た
め
に

Ｑ
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
は
？

Ａ 

教
育
長

　
本
事
業
に
つ
い
て
、
町
全
体
の

小堀　秀一

問小中学校の食物アレルギー対応給食について
　答【教育長】安全安心な提供に向けて
　　　　　　　アレルギー対応に取り組む

安心安全な学校給食を
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論
戦

町民の声を町政に！町民の声を町政に！

小堀　秀一 議員 ………… P15
①小中学校の食物アレルギー対応給食について
②財政調整基金の現状と運用について
③地籍調査の進捗と土地改良事業について

瀧　幸彦 議員 …………… P16
①４人に１人が認知症予備軍になるといわれ
ているが、本町の認知症対策は
②新庁舎建設に向けて寄附金募集やクラウド
ファンディングを実施すべき

小池　哲也 議員 ………… P17
①元気あっぷむらの現状を町民は不安視！
②国道408号バイパスが国道４号まで延伸、
交流拠点施設を
③国道408号バイパス延伸、接続する町道と
の安全性は

森　弘子 議員 …………… P18
①ちょっ蔵広場内の路面改修の見通しは
②各小中学校にスクールカウンセラー配置を

横須賀　忠利 議員 ……… P19
①新庁舎に係る年度別事業費に関する資料が
不存在とは
②町民広場周辺を中心とした新たな街づくり
の構想は

野口　昌宏 議員 ………… P20
①移住者・定住者を増やすために、空き家バ
ンク等のさらなる活用を
②視覚障がい者に寄り添った生活の安全と利
便性の向上を

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
入
退
場
も
自
由
で
す
。

ど
な
た
で
も
議
会
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
本
会
議
（
一
般
質
問
を
含
む
）

・
全
員
協
議
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
各
委
員
会
（
非
公
開
を
除
く
）

な
ど
が
傍
聴
可
能
で
す
。

最
も
多
い
の
は
一
般
質
問
で
、

町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
町
執
行
部

と
の
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

場
で
も
あ
り
、間
近
で
町
政
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。時
に
は

町
政
の
最
新
情
報
を
得
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

年
４
回
の
定
例
会
（
６
月
・
９

月
・
12
月
・
３
月
）
の
ほ
か
臨
時

会
が
あ
り
、
日
程
は
決
定
次
第
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
た
め
の
議
会
で
す
。

ど
な
た
様
も
一
度
、
い
や
一
度

と
言
わ
ず
何
度
で
も
、
議
会
に
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

一　般　質　問

議
会
を

Facebook
もチェック

傍
聴
し
て

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

み
ま
せ
ん
か

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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会議録
検索システム

「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的な論議をする場です。
質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を含め60分以内です。
本誌では、太字の質問を要約して掲載しています。全質疑の詳細は、YouTubeをご覧ください。

一般質問って？



議　員

が
ら
、
土
地
利
用
の
あ
り
方
や
洪

水
浸
水
想
定
区
域
の
対
応
な
ど
の

課
題
が
存
在
し
、
関
係
機
関
と
の

調
整
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。

　
そ
こ
で
、
職
員
に
課
題
の
洗
い

出
し
と
整
理
を
指
示
し
た
。
今
後

は
、
整
備
手
法
・
法
規
制
・
町
計

画
と
の
整
合
性
な
ど
の
課
題
を
整

理
し
、
実
現
可
能
性
が
高
い
取
組

を
複
数
抽
出
、
比
較
検
討
し
な
が

ら
具
体
的
な
構
想
と
し
た
い
。

問
国
道
４
０
８
号
バ
イ
パ
ス
が
国
道

　
４
号
ま
で
延
伸
、交
流
拠
点
施
設
を

　
答
【
町
長
】課
題
整
理
を
職
員
に
指
示

Ａ 

町
長

　
４
０
８
号
バ
イ
パ
ス
の
国
道
４

号
へ
の
接
続
は
、
交
通
結
節
点
と

な
り
交
流
拠
点
と
し
て
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
。
し
か
し
な

町
の
構
想
は
い
か
に
？

Ｑ
国
道
４
０
８
号
宇
都
宮
高

根
沢
バ
イ
パ
ス
が
国
道
４

号
ま
で
延
伸
さ
れ
る
。
こ
の
地
域

に
、
交
流
拠
点
施
設
（
道
の
駅
／

川
の
駅
）
を
設
け
る
こ
と
は
町
民

の
大
き
な
期
待
で
あ
り
、
高
根
沢

町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
繋
が
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
町
は
ど
の

よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
か
？

客
離
れ
の
要
因
と
分
析
は

Ｑ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
農
産

物
直
売
所
の
業
務
開
始
が

大
幅
に
遅
れ
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
も
運
営
さ
れ
て
い
な
い
。
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
構
想
の
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
客
離
れ
が
進
ん
で
し
ま

っ
た
。
原
因
の
分
析
、
今
後
の
対

処
、
課
題
は
？

Ａ 

町
長

　
施
設
全
体
と
し
て
の
機
能
と
魅

力
を
発
揮
で
き
て
お
ら
ず
、
運
営

体
制
に
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
。

　
農
産
物
直
売
所
は
運
営
事
業
者

が
決
定
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
は

２
月
25
日
に
契
約
が
締
結
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
る
。
大
広
間
レ
ス
ト
ラ
ン
は

誘
致
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
成
功
は
、

管
理
・
運
営
方
法
が
市
場
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
か
ら

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
収
集
す
る「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」
を

実
施
し
て
お
り
、
調
査
で
得
ら
れ

た
情
報
を
今
後
の
管
理
・
運
営
方

法
等
に
生
か
す
。

問元気あっぷむらの現状を町民は不安視！
　答【町長】課題の整理と必要な対応を行う

小池　哲也

国道408号バイパスが国道４号に接続。町民の期待は大きい

問
国
道
４
０
８
号
バ
イ
パ
ス
延
伸
、

　
接
続
す
る
町
道
と
の
安
全
性
は

　
答
【
町
長
】逆
走
防
止
策
を
重
点
協
議

安
全
性
の
確
保
は
十
分
か

Ｑ
国
道
４
０
８
号
バ
イ
パ
ス

が
国
道
４
号
ま
で
延
伸
さ

れ
る
が
、
町
道
と
接
続
す
る
地
点

の
安
全
性
の
確
保
は
十
分
か
？

Ａ 

町
長

　
４
０
８
号
バ
イ
パ
ス
は
、
鷺
ノ

谷
交
差
点
か
ら
南
の
区
間
は
既
に

供
用
さ
れ
、
現
在
は
鷺
ノ
谷
交
差

点
か
ら
国
道
４
号
ま
で
約
１
．
３

㎞
の
区
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
整
備
に
伴
い
町

道
と
接
続
す
る
地
点
は
、
設
計
段

階
か
ら
県
と
町
で
協
議
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
県
と
警
察
と
の
交
差

点
協
議
に
よ
り
安
全
な
通
行
の
確

保
を
図
っ
て
い
く
。

　
特
に
、
誤
進
入
に
よ
る
逆
走
の

防
止
は
、
視
覚
に
強
く
訴
え
る
路

面
標
示
や
標
識
設
置
等
に
よ
る
安

全
対
策
を
県
と
協
議
し
て
い
る
。

安
全
・
安
心
な
通
行
の
確
保
に
向

け
、
県
と
町
で
協
力
し
な
が
ら
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

国道４
号

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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議　員

Ａ 

町
長

　
令
和
８
年
１
月
末
現
在
の
実
績

で
は
、
寄
附
件
数
は
７
３
０
件
、

寄
附
受
け
入
れ
額
は
２
７
１
６
万

２
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
返
礼
品

と
し
て
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
ゴ
ル

フ
の
リ
シ
ャ
フ
ト
券
、
米
、
梨
、

い
ち
ご
の
順
に
選
ば
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
実
施
を

Ｑ
新
庁
舎
整
備
に
向
け
て
寄

附
金
募
集
や
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
資
金
調
達
）を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。
新
庁
舎
へ
の
期
待
感
の

醸
成
や
愛
着
形
成
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
と
思
う
。

Ａ 

町
長

　
前
向
き
に
検
討
し
、
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

Ｑ
新
庁
舎
整
備
事
業
費
は
１

１
２
億
円
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
大
き
な
支
出
が
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
収
入
を
増
や
す

べ
き
と
考
え
る
。
自
治
体
が
ア
イ

デ
ア
次
第
で
大
き
く
税
収
を
伸
ば

せ
る
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額

は
？ 問

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
寄
附
金
募
集
や

	

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
べ
き

　
答
【
町
長
】前
向
き
に
検
討
し
、

　
　
　
　
　　

財
源
の
確
保
に
努
め
る

本
法
」
第
13
条
で
は
、「
市
町
村
認

知
症
施
策
推
進
計
画
」
の
策
定
が

町
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
４
月
時
点
で
策
定
済
み
の
自

治
体
は
９
％
だ
が
、
本
町
の
策
定

状
況
を
伺
う
。

Ａ 

町
長

　
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と

一
体
的
に
令
和
８
年
度
に
策
定
す

る
予
定
。

早
急
に
認
知
症
支
援
体
制
の

構
築
を

Ｑ
65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人

が
認
知
症
と
認
知
症
予
備

軍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い

て
確
認
す
る
と
と
も
に
認
知
症
に

対
す
る
施
策
を
伺
う
。

Ａ 
町
長

　
「
や
わ
ら
ぎ
の
会
」
や
「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
、
認
知

症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や

地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
話
が
で
き

る
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、「
も
の
忘

れ
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、「
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」

が
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
が
普
及

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策

定
状
況
は

Ｑ
令
和
５
年
に
成
立
し
た
議

員
立
法
「
共
生
社
会
の
実

現
を
促
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基

　瀧　幸彦

問４人に１人が認知症予備軍になるといわれている
　が、本町の認知症対策は
　答【町長】「やわらぎの会」や「オレンジカフェ」を開催している

町が導入した高齢者見守りシール「どこシル掲示板」
発見者がＱＲコードを読み込むことで、迅速にお家に帰ることができます。

１．スマホのメールアドレス
　　を用意する
２．登録シートの記入
３．ラベルシールの貼付け

準備はこれだけ 衣服等にア
イロンで貼
付けます

持ち物等に
貼る暗闇で
光るシール

蓄
光
シ
ー
ル

耐
洗
ラ
ベ
ル

解体された町民ホール　令和８年３月

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
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議　員

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
は
町
民
広
場
を
中
心
と
し

た
街
づ
く
り
に
つ
い
て
の
構
想
は

な
い
。

聴
取
の
仕
組
み
づ
く
り
を

Ｑ
町
民
広
場
周
辺
地
域
の
土

地
所
有
者
や
自
治
会
等
に

土
地
利
用
を
考
え
る
協
議
会
を
設

立
す
る
よ
う
町
が
働
き
か
け
、
そ

う
し
た
団
体
で
ま
と
め
た
町
民
の

意
見
を
聴
く
仕
組
み
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
は
あ
る

の
か
？

Ａ 

町
長

　
新
庁
舎
の
完
成
後
は
、
新
た
な

街
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
、
調
査
・
研
究
に
着
手
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ど
の
よ
う

に
住
民
や
土
地
所
有
者
か
ら
意
見

を
伺
っ
て
い
く
べ
き
か
検
討
し
て

い
く
。

問
町
民
広
場
周
辺
を
中
心
と
し
た

新
た
な
街
づ
く
り
の
構
想
は

　
答
【
町
長
】現
時
点
で
の
構
想
は
な
い

新
た
な
街
づ
く
り
を

Ｑ
新
庁
舎
完
成
後
に
町
民
広

場
を
中
心
と
し
た
新
た
な

街
づ
く
り
の
構
想
に
つ
い
て
の
考

え
が
あ
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
町
民
広
場
は
市
街
化
調
整
区
域

内
に
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
の
中
で
様
々
な
条
件
を
解
決

建
設
請
負
工
事
契
約
は

Ｑ
建
設
請
負
工
事
に
係
る
契

約
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

に
よ
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
契
約
は
、
一
般
競
争
入
札
・
指

名
競
争
入
札
・
随
意
契
約
な
ど
の

方
法
に
よ
り
締
結
さ
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
等
建
設
請
負
工
事
契

約
はＱ

新
庁
舎
等
建
設
請
負
工
事

契
約
は
ど
う
い
う
方
式
の

契
約
と
す
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
新
庁
舎
等
建
設
請
負
工
事
契
約

に
つ
い
て
は
、
法
令
等
に
基
づ
い

た
入
札
を
行
っ
た
う
え
で
決
定
し

た
事
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
方
針
で
あ
る
。

総
事
業
費
１
０
５
億
円
の

年
度
別
資
料
は
不
存
在

Ｑ
情
報
公
開
請
求
し
た
新
庁

舎
整
備
事
業
に
係
る
年
度

別
事
業
費
（
実
績
・
見
込
み
）
に

関
す
る
資
料
の
う
ち
、
見
込
み
に

関
す
る
資
料
は
不
存
在
と
の
こ
と

だ
が
、
不
存
在
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
？

Ａ 

町
長

　
基
本
設
計
完
了
時
に
お
け
る
総

事
業
費
約
１
０
５
億
円
に
関
し
て

は
、
工
事
発
注
時
点
で
あ
る
令
和

８
年
度
に
お
け
る
物
価
高
騰
等
を

考
慮
し
て
い
な
い
総
事
業
費
で
あ

り
、
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
た
総

事
業
費
は
約
１
１
２
億
円
と
い
う

こ
と
を
こ
れ
ま
で
も
説
明
し
て
い

る
。

　
令
和
８
年
度
以
降
の
事
業
費
見

込
み
は
、
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し

た
総
事
業
費
１
１
２
億
円
に
基
づ

き
行
っ
て
お
り
、
予
算
に
直
接
的

に
関
与
し
な
い
１
０
５
億
円
に
基

づ
く
年
度
別
事
業
費
に
関
す
る
資

料
は
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

「
不
存
在
」
と
し
た
。

横須賀　忠利

問新庁舎に係る年度別事業費に関する資料が不存在とは
　答【町長】予算に直接的に関与しない資料は

作成していない

町民広場周辺の新たな街づくりは
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議　員

　
本
来
は
、
県
が
派
遣
す
る
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
す
べ
て

の
学
校
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
現
在
、
県
か
ら
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
２
名
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

１
名
派
遣
さ
れ
、
中
学
校
を
中
心

に
週
１
回
勤
務
。
町
採
用
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
３
名
、
小

学
校
に
週
１
～
２
回
配
置
し
て
い

る
。

　
今
後
も
相
談
支
援
体
制
の
一
層

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
が
安
心
し
て学

べ
る
場
に

Ｑ
子
ど
も
が
悩
み
を
打
ち
明

け
る
相
手
と
し
て
、
保
健

室
の
養
護
教
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
役
割
は
大
き
い
こ
と

か
ら
、
各
小
中
学
校
に
一
人
の
配

置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
？

Ａ 

教
育
長

　
子
ど
も
た
ち
が
悩
み
を
相
談
で

き
る
相
手
と
し
て
、
養
護
教
員
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
果
た

す
役
割
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
、
平

成
20
年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
町
独

自
で
配
置
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
相
談
体
制
の
充
実
に
努

め
て
き
た
。

問
各
小
中
学
校
に

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
を

　
答
【
教
育
長
】全
て
の
小
中
学
校
に

　
　
　　

配
置
す
べ
き
と
考
え
て
い
る

ち
ょ
っ
蔵
広
場
内
の

女
性
ト
イ
レ
の
対
策
を

Ｑ
商
工
会
館
と
ち
ょ
っ
蔵
ホ

ー
ル
の
間
に
あ
る
ト
イ
レ

は
、
奥
に
位
置
し
て
い
る
た
め
暗

く
死
角
に
な
り
や
す
く
、
女
性
が

利
用
す
る
に
は
物
騒
で
あ
る
と
い

う
声
が
出
て
い
る
。
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
な
の
か
？

Ａ 

町
長

　
男
子
ト
イ
レ
・
女
子
ト
イ
レ
・

多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
、
駅
前
と

い
う
特
性
上
、
24
時
間
開
放
し
て

い
る
。
町
の
玄
関
口
に
も
あ
た
る

場
所
で
も
あ
る
の
で
、
通
路
の
暗

い
箇
所
に
つ
い
て
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

ち
ょ
っ
蔵
広
場
の
路
面
は

耐
久
性
に
疑
問
か

Ｑ
ち
ょ
っ
蔵
広
場
内
の
路
面

は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
剥

が
れ
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
つ
ま

ず
き
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
改
修
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
路
面
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
弾

力
性
が
あ
る
材
料
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
柔
ら
か
な
感
触
を
感

じ
取
れ
る
一
方
で
、
素
材
の
柔
ら

か
さ
ゆ
え
に
削
れ
や
す
い
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
現
状
は
、
通
行
の

多
い
場
所
を
中
心
に
一
部
剥
が
れ

が
生
じ
て
い
る
の
で
、
部
分
補
修

す
る
た
め
の
事
業
費
を
令
和
８
年

度
一
般
会
計
予
算
案
に
計
上
し
て

い
る
。

問ちょっ蔵広場内の路面改修の見通しは
　答【町長】令和８年度の予算に計上している

　森　弘子

薄暗く入りにくいトイレ

改修が望まれる路面
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　佐さ

さ

き
々
木
　都と

わ和
さ
ん

　
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
宝
積
寺
駅
な
ど

と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
自
転
車
で
つ
な
ぐ

ル
ー
ト
を
整
備
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
。

　
議
員
か
ら

　
安
心
安
全
に
自
転
車
に
乗
る
こ

と
が
出
来
る
道
路
の
整
備
が
今
後

必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
調
査
・

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　山や
ま
か
わ川

　大だ
い
貴き

さ
ん

　
観
光
客
入
込
数
を
維
持
、
ま
た

は
増
加
さ
せ
る
た
め
の
対
策
と
し

て
、
町
で
生
産
し
て
い
る
農
産
物

を
使
っ
て
新
し
い
商
品
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　議
員
か
ら

　
地
元
の
大
豆
を
使
っ
た
「
御
料

み
そ
」
や
「
豆
腐
」
作
り
の
継
続
や
、

特
産
品
で
あ
る
「
ゆ
ず
」
を
利
用

し
た
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
―
ス
作
り
が

で
き
な
い
か
考
え
て
い
ま
す
。

町
農
産
物
で
商
品
開
発
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
烏
山
線
を
結
ぶ

サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
ト
の
整
備

高校生のリアルな声を高校生のリアルな声を
聴かせて！聴かせて！

たかこう生たかこう生とのとの

　  カフェ・ド・ギカイカフェ・ド・ギカイ

第
４
３
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会
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協
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Ｅ
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最
も
寒
い
時
期
で
あ
る
１
月
30
日
に
栃
木
県
立
高
根
沢
高
校

の
生
徒
９
名
と
議
員
は
、「
高
根
沢
町
の
現
状
や
課
題
』
と
、
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
の
提
言
を
テ
ー
マ
に
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ

イ
を
開
催
し
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
の
活
発
で
積
極
的
な
意
見
に
、
議
員
が
緊
張
し

な
が
ら
回
答
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高
校
生
の
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る

議
員
の
考
え
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議　員

問
視
覚
障
が
い
者
に
寄
り
添
っ
た

　生
活
の
安
全
と
利
便
性
の
向
上
を

　答
【
町
長
】必
要
な
対
応
を
検
討
し
つ
つ

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く

　
町
と
し
て
も
関
係
各
所
に
働
き

か
け
、
障
が
い
を
持
つ
方
が
よ
り

安
全
に
生
活
で
き
る
対
応
措
置
を

と
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
？

Ａ 

町
長

　
信
号
機
の
設
置
や
改
良
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
や
視
覚
障
害
者
の

団
体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
町
か

ら
警
察
に
伝
え
た
い
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

要
望
箇
所
を
把
握
し
た
上
で
、
箇

所
ご
と
に
歩
道
の
有
無
、
設
置
の

可
否
を
検
討
し
た
い
。

音
響
信
号
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
を

Ｑ
本
町
に
お
け
る
視
覚
障
が

い
の
方
が
、
一
定
数
お
ら

れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
方
た

ち
が
商
業
施
設
を
利
用
す
る
際
に
、

隣
接
す
る
横
断
歩
道
に
音
響
信
号

が
付
い
て
い
な
い
こ
と
や
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
等
の
案
内
が
な
い
こ
と
で

非
常
な
不
便
と
危
険
を
感
じ
て
い

る
と
の
話
を
伺
っ
た
。

　
信
号
等
の
設
置
は
警
察
の
管
轄

に
な
る
が
、道
路
へ
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
設
置
は
町
の
所
管
に
な
る
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
本

町
の
位
置
づ
け
は

Ｑ
本
町
で
は
清
原
工
業
団
地

や
町
内
の
企
業
に
通
勤
し

て
い
る
方
が
、若
い
方
も
含
め
て
一

定
数
お
り
、
そ
の
意
味
で
本
町
は

通
勤
者
の
方
た
ち
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
よ

う
な
方
た
ち
を
さ
ら
に
増
や
し
、今

後
も
定
住
し
続
け
て
も
ら
う
た
め

の
対
策
を
考
え
て
い
る
か
？

Ａ 

町
長

　
本
町
は
宇
都
宮
市
、
芳
賀
町
の

通
勤
圏
に
位
置
し
て
お
り
「
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
」
の
機
能
を
有
し
て
い

る
が
、本
町
の
特
徴
と
し
て「
本
町

お
よ
び
隣
接
市
町
に
立
地
し
て
い
る

企
業
へ
の
就
職
を
契
機
と
し
た
転

入
者
が
多
い
町
」と
い
え
る
。し
か

し
、「
結
婚
や
出
産
を
契
機
と
し
て

近
隣
自
治
体
へ
の
転
出
が
多
い
」

と
い
う
特
徴
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
転
入
促
進
」
以
上
に
、「
転
出
抑

制
」
の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
国
の
移
住
支
援
事
業
等
の
財
政

支
援
も
活
用
し
つ
つ
、
庁
舎
内
の

所
管
を
横
断
的
に
連
携
し
な
が
ら
、

人
口
対
策
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
。

現
在
の
空
き
家
対
策
は

Ｑ
本
町
は
土
地
利
用
の
規
制

が
厳
し
く
、
住
宅
を
建
て

る
地
域
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

移
住
者
・
定
住
者
を
促
進
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら

れ
て
い
る
か
？

Ａ 

町
長

　
本
町
で
は
「
高
根
沢
町
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
」
を
設
け
利
活
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度

は
、
栃
木
県
宅
建
協
会
指
定
の
不

動
産
業
者
と
情
報
共
有
し
つ
つ
行

わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
除
去
等
を
支

援
す
る
助
成
制
度
と
し
て
「
空
家

等
活
用
支
援
補
助
金
」「
空
き
家
等

解
体
補
助
金
」
を
創
設
し
た
。
加

え
て
次
年
度
か
ら
子
育
て
世
代
を

対
象
に
新
た
な
助
成
制
度
を
検
討

中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

野口　昌宏

問移住者・定住者を増やすために、
　空き家バンク等のさらなる活用を
　答【町長】不動産業者と情報共有しつつ
　　　　　　転出者の抑制や財政支援を図りたい

サ
ン
ヒ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
北
側
に
あ
る
町
内

唯
一
の
音
響
信
号
機 スピーカー

宝
積
寺
駅
構
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
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た
い
。

　議
員
か
ら

　
仁
井
田
駅
に
駐
在
所
を
設
置
す

る
こ
と
は
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
で
設
置
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
民
意
を
強
固
な

も
の
に
し
て
い
き
、
県
や
警
察
に

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
仁
井
田
駅
を
定
期
的
に

清
掃
し
た
り
花
を
育
て
た
り
す
る

こ
と
は
本
当
に
良
い
取
り
組
み
で

す
。
み
な
さ
ん
が
や
り
た
い
と
思

え
ば
直
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
す
の

で
、
行
動
に
移
し
て
も
ら
え
ば
、

仁
井
田
駅
周
辺
も
犯
罪
が
起
こ
り

に
く
い
安
心
・
安
全
な
場
所
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　大お
お
た
け竹

　初に
い
奈な

さ
ん

　
仁
井
田
駅
に
駐
在
所
を
設
置
し
、

警
察
官
が
地
域
と
密
着
し
て
防
犯

活
動
等
を
実
施
す
る
。
駐
在
所
が

存
在
す
る
だ
け
で
、
地
域
の
犯
罪

抑
止
力
が
高
ま
り
、
地
域
住
民
や

高
校
生
な
ど
の
身
近
な
不
安
を
解

消
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
ま
た
、
仁
井
田
駅
を
定
期
的
に

清
掃
し
た
り
、
花
を
育
て
た
り
し

　宮み
や
も
と本

　苺ま
い
香か

さ
ん

　
街
灯
を
増
や
す
こ
と
で
明
る
く

な
れ
ば
通
る
人
も
安
心
す
る
し
、

犯
罪
の
抑
止
力
に
つ
な
が
る
。
人

の
少
な
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
明

る
い
こ
と
で
安
心
感
が
生
ま
れ
れ

ば
、
外
出
し
た
い
人
た
ち
が
出
か

け
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　議
員
か
ら

　
防
犯
対
策
と
し
て
、
街
灯
や
防

犯
灯
を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
は

そ
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、
設
置

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
農
産
物
の

生
育
に
悪
影
響
を
与
え
る
光
の
害

へ
の
対
策
な
ど
か
ら
設
置
間
隔
が

決
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
様
々
な
条

件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
道
の

防
犯
対
策
と
し
て
懐
中
電
灯
の
所

持
や
防
犯
ブ
ザ
ー
の
活
用
な
ど
が

有
効
手
段
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

友
人
と
登
下
校
し
た
り
、
夜
間
の

外
出
を
控
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
身
を
守
る
対
策
も
取
り
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　鈴す
ず
木き

　心こ

遥は
る
さ
ん

　
高
校
生
を
含
め
た
防
犯
訓
練
や

体
験
型
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
や
、
学
校
や
町
が
連
携
し
、
授

業
や
行
事
の
中
で
防
災
に
つ
い
て

の
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
地
域
住
民
が
協

力
し
合
え
る
体
制
を
整
え
、
災
害

時
に
迅
速
な
初
期
対
応
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
。

　議
員
か
ら

　
今
年
も
高
校
で
の
防
災
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
所
運
営
体
験
に

つ
い
て
は
学
校
行
事
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
も
可
能
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
学
校
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

自
治
会
に
は
自
主
防
災
組
織
が
あ

り
毎
年
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
自
治
会
に
声
を
か
け

て
み
て
高
校
生
と
し
て
地
域
の
訓

練
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
の
防
災
意
識
の

向
上

街
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い

駐
在
所
の
設
置
を

参加した高校生の感想など（抜粋）

■私が知らない高根沢町の現状を知ることができた。
■実現可能な施策なのか等を細かく理解できた。
■自分の意見について回答をもらえて自信になった。
■議員が町のために色々考えていてすごいと思った。
■意見がどんどん出てくるのが面白いなと感じた。
■どんな雰囲気でどんなことを話しているか傍聴してみたい。
■議会や政治に興味が持てたので、友達や家族と話したい。

町へ情報提供しました！
　今回の内容をまちづくり・くらしづくり
の各常任委員会で審議し、全員協議会に諮
り、町に情報提供しました。
　高校生ならではの視点や感性に触れるこ
とができ、相互理解が深まりました。
　今後も多角的な視点から議会活動に励ん
でいきます。

私たちの未来に夢と希望を！
（生徒代表へ感謝状を贈呈）
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　議
員
か
ら

　
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
提
案
と
し

て
は
、
高
根
沢
高
校
で
実
施
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
に
幅
広
い
世
代
の

方
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
根
沢
町

で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
施
設

に
高
根
沢
高
校
の
生
徒
が
参
加
す

る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
生
徒
自

身
が
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

運
営
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
人
と

人
が
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　議
員
か
ら

　
町
で
は
「
障
が
い
児
者
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
、
高
校
生
を

含
め
た
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
理

解
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る

よ
う
令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
受
講
生
は
役
場
職
員

や
事
業
関
係
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

高
校
生
の
講
座
受
講
に
つ
い
て
は

学
校
や
生
徒
会
が
要
請
す
れ
ば
、

町
職
員
が
学
校
へ
出
向
い
て
出
前

講
座
を
実
施
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

　吉よ
し
野の

　歩あ
ゆ
里り

さ
ん

　
高
根
沢
高
校
生
と
町
の
小
中
学

生
や
高
齢
者
が
交
流
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
れ
ば
、
若
い
世
代
へ

の
地
域
の
関
心
向
上
や
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
次
第
で
は
生
涯
学
習
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
を

作
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
が
楽
し
み
な
が
ら
気
軽

に
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち

「
脱
炭
素
の
暮
ら
し
方
」
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　議
員
か
ら

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

納
得
で
き
る
よ
う
な
物
を
作
成
す

る
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
ぜ
ひ
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
の
知
恵
を
生
か
し
て
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　須す

藤ど
う

　
　蓮れ

ん
さ
ん

　
障
が
い
者
の
方
々
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
「
障
が
い
児
者
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
、
高
校
生
を

含
め
た
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
受

講
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。

　佐さ

滝た
き

　心こ
こ
菜な

さ
ん

　
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
は
近
年
、
乗
客
数

の
減
少
に
よ
り
赤
字
路
線
と
な
り
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
た
め
増

加
さ
せ
る
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

　議
員
か
ら

　
烏
山
線
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
烏
山
線
利
用
促
進
の
た

め
の
情
報
共
有
会
議
等
で
高
校
生

の
提
言
な
ど
も
議
題
に
乗
せ
て
検

討
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　石い
し
か
わ川

　友と
も
太た

郎ろ
う
さ
ん

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
維
持
存
続

対
策

難
易
度
を
下
げ
た「
デ
コ
活

×
エ
コ
か
る
た
」の
作
成
を

人
と
人
が
つ
な
が
る
高
根

沢
へ

「
障
が
い
児
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」の
受
講
を
高

校
生
に
も
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大
田
原
高
校
の
生
活
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？

　
　
甲
子
園
を
目
指
し
、
野
球
漬

け
の
毎
日
を
送
り
ま
し
た
。

　
毎
朝
５
時
に
起
き
、
父
に
宝
積

寺
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
７
時

過
ぎ
に
学
校
に
着
く
と
、
授
業
の

前
ま
で
自
主
練
習
を
行
い
、
放
課

後
も
部
活
動
の
後
、
一
人
残
っ
て

投
球
練
習
を
し
ま
し
た
。
帰
宅
す

る
の
は
10
時
を
過
ぎ
、
そ
の
後
勉

強
も
し
て
、
12
時
に
就
寝
す
る
と

い
う
生
活
を
毎
日
続
け
ま
し
た
。

　
大
変
で
し
た
が
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、
両
親
に
は

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　も
の
ご
こ
ろ
の
つ
い
た
頃

か
ら
身
近
に
野
球
が
あ
り
、

学
童
・
中
学
・
高
校
を
通
し

て
野
球
に
打
ち
込
ん
で
き
た

甲
斐
さ
ん
。

　投
手
と
し
て
日
々
練
習
に

励
み
、
仲
間
と
共
に
甲
子
園

を
目
指
し
た
高
校
生
活
。

　今
春
、
現
役
で
国
立
大
学

へ
の
進
学
に
勝
利
し
、
夢
に

向
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

甲
か

 斐
い

 咲
しょう

 輔
す け

 さん（東高谷）

県立大田原高等学校　3月卒業
趣　　味　　筋力トレーニング
好きな言葉　「なせば成る‼」

　
　
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
と

そ
こ
ま
で
取
り
組
む
原
動
力
に

な
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
？

　
　
父
や
兄
が
野
球
を
し
て
い
た

関
係
で
、
幼
い
頃
か
ら
生
活
の
中

に
野
球
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、
北
高

根
沢
中
学
校
で
野
球
部
顧
問
だ
っ

た
田
崎
先
生
と
の
出
会
い
が
き
っ

か
け
で
す
。
先
生
は
大
田
原
高
校

野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、
野
球
の
楽
し
さ

と
奥
深
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
生
の
姿
を
通
し
て
、

自
分
も
野
球
の
指
導
者
に
な
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
甲
子
園
を
目
指
し
た
思
い
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
　
２
年
の
秋
に
エ
ー
ス
ナ
ン

バ
ー
を
も
ら
い
、
仲
間
と
臨
ん
だ

３
年
の
夏
の
最
後
の
試
合
で
は
１

回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
リ
リ
ー

フ
と
し
て
の
登
板
で
、
自
分
な
り

の
思
い
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

甲
子
園
に
出
場
し
て
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
恩
返
し
が
し
た

か
っ
た
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
目
指
す
目
標
は
？

　
　
こ
の
春
、
国
立
鹿か
の
屋や

体
育
大

学
に
進
学
し
ま
す
。
大
学
で
は
バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
系
と
解
剖
学
な

ど
を
中
心
に
学
び
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来
は
、
体
育
教
師
に

な
っ
て
母
校
の
野
球
部
の
監
督
と

な
り
、
甲
子
園
を
目
指
し
た
い
！

　
県
北
に
甲
子
園
の
風
を
吹
か
せ

る
こ
と
が
自
分
の
目
標
で
す
。

　
両
親
や
兄
、
応
援
し
て
く
れ
た

方
々
に
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

　
　
最
後
に
、
高
根
沢
町
に
期
待

す
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
　
自
然
の
豊
か
さ
と
と
も
に
、

住
宅
が
増
え
て
き
て
い
る
と
実
感

し
ま
す
。
二
つ
の
面
を
併
せ
持
つ

こ
の
町
の
良
さ
を
、
多
く
の
人
に

広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
ま
さ
に
文
武
両
道
を
実
践
し
抜

い
た
甲
斐
さ
ん
、本
当
に
す
ご
い
！

　
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
恩

返
し
を
し
た
い
と
の
決
意
は
、
私

た
ち
の
心
に
強
く
響
き
ま
す
。
ご

両
親
の
喜
ぶ
お
顔
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
甲
斐
さ
ん
！

（
野
口
）
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Q

QQ

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
令
和
８
年
度
予
算
審
議

や
、
高
根
沢
高
校
生
と
の
カ

フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
を
中
心

に
編
集
し
ま
し
た
。
ご
意

見
・
感
想
な
ど
の
お
便
り
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
下
記
住
所
・
町
議
会
宛
て
）

A

夢はプロ野球夢はプロ野球

選手！選手！

広報委員の
突撃インタビュー
あなたの声を
町政に

QQ AA

AA

野
球
漬
け
の
高
校
生
活

甲
子
園
へ
の
思
い

将
来
の
目
標
は

こ
の
町
へ
の
期
待
は

恩
師
と
の
出
会
い


